
Ⅰ　調査方法及び概要

１　調査目的：

２　調査対象：神奈川県内の訪問看護ステーション６３０事業所［前年度対象588事業所］

（「平成30年度かながわ訪問看護ステーション一覧（神奈川県看護協会作成）」より）

※「訪問看護ステーション」以下「ST」とする。

３　調査期間：2017（平成29）年4月1日～2018（平成30）年3月31日

４　回答数　: ５１９　事業所（有効回収率　　８２．４％）

５　回答施設の背景 ※　構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、内訳合計が100.0％にならない場合がある。

1）平成30年4月1日現在の開設年数別事業所数　（N=519）

開設年数 事業所数 構成比

1年未満 49 9.4%

1年～3年未満 86 16.6%

3年～5年未満 97 18.7%

5年～10年未満 79 15.2%

10年以上 195 37.6%

不明 13 2.5%

※「1年未満」のうち、平成29年度開設は　３４事業所、　平成30年度開設は　１５事業所

2）実人員数及び常勤換算数（H30年度開設事業所を除く）

実人員数（H29.4.1現在） N=504 常勤換算数（H29.4.1現在）　　 N=454（無回答：50）

実人員数 事業所数 構成比 常勤換算数 事業所数 構成比

5人未満 139 27.6% 0～2.5人未満 6 1.3%

5～10人未満 266 52.8% 2.5～3人未満 104 22.9%

10～15人未満 75 14.9% 3～5人未満 168 37.0%

15～20人未満 16 3.2% 5～10人未満 151 33.3%

20人以上 8 1.6% 10人以上 25 5.5%

６　離職率の計算方法

・常勤看護職員離職率（％）＝（退職者数）/（平均職員数）*100

退職者数：H29.4.1～H30.3.31の退職者数

平均職員数：（H29.4.1職員総数+H30.3.31職員総数）/2

2017（平成29）年度　看護職員就業実態調査結果（訪問看護ステーション）

＜2018年（平成30年）8月実施＞

訪問看護ステーションの看護職員就業状況について実態を把握し、看護職員確保対策に活用する。

訪問看護ステーションに従事する看護職員の離職状況について

・全看護職員（常勤及び非常勤）の離職率は 19.1％、 前年度は 16.4％で 2.7ポイント増

・常勤看護職員の離職率は 18.1％、 前年度は 15.0％で 3.1ポイント増

・非常勤看護職員の離職率は 20.4％、 前年度は 18.0％で 2.4ポイント増

2017（平成29）年度 結果概要


